
施設移転方法別通行車両数の比較（現状）
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施設移転方法別通行車両数の比較表
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現在と同じ収集体系をとった場合
に増加するごみ収集運搬コスト

条件①

A：環境清美工場への収集運搬コスト
  　平成２２年度収集関連経費：2,170百万円/年
 　 平成２２年度奈良市家庭系ごみ総収集量：66,786.2ｔ/年
 　 平成３２年度奈良市家庭系ごみ等減量目標値：60,037ｔ/年
    2,170（百万円/年）×60,037（ｔ/年）/66,786.2（ｔ/年）=1,951（百万円/年）　 改め1,950（百万円/年）

候補地（⑥－１、⑥－２）への収集運搬コストは、現状の収集運搬コストよりも２割増として計算する。
（策定委員会試算）
条件③の場合は、搬入車両1日当たり２９１台のうちリサイクルセンターへ行く８５台（大型ごみ・リサイクル品）
を除いた２０６台（燃やせるごみ・燃やせないごみ・プラスチック等容器包装の搬入車両）が候補地への搬入と
想定しての計算。
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